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琉球語の終止形

一沖縄謝名方言と沖縄安慶名方言一

かりまたしげひさ・島袋幸子雄’

キーワード：沖縄方言、終止形、動詞、ムード・テンス・アスペクト、認識的

モダリティー、証拠性、直説法、質問法

０．はじめに

沖縄本島北部の今帰仁村謝名方言（以下、謝名方言）と沖縄本島中部のうる

ま市安慶名方言（以下、安慶名方言）のふたつの方言の動詞の文法的な形の終

止形中心に概観する渡2.記述は、ふたつの方言を比較し、その共通性と差異性

を述べながら、それぞれの方言の述語形式の特徴をあきらかにする。

1．動詞、形容詞、および述語になる名詞

(1)謝名方言、安慶名方言、いずれも、述語になる動詞、形容詞、名詞は、文

法的なカテゴリーとしての、みとめかた、ていねいさ、ムード、テンスを表現

するための、さまざまな文法的な形をもち、その文法的な形は、組織された活

用形の体系をもっている。

両方言ともに、動詞は、アスペクトヴォイス、やりもらいなどの文法的な

カテゴリーをもっているが、形容詞、述語名詞は、これらのカテゴリーをもっ

ていない。語蕊的な意味として人やものの動的な現象をあらわす動詞は、形容

詞、述語名詞の述語形式にくらべて、ムード・テンス・アスペクトを表現する

文法的な形の体系を複雑に発達させている。

動詞、形容詞、述語名詞は、文のなかでの機能にしたがって、終止形、連体

形、連用形、条件形をもつのだが、とくに、「ひとえ文（単文）あるいはいい

’島袋(狩俣)幸子（琉球大学非常勤鯛師）

２謝名方言の資料は島袋(1955年生)の内省を、安慶名方言の資料はかりまた(1954年生）の内
省でえられたものを中心にするが、それぞれ現地での臨地鯛査によって砿寵している。
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きり文（主文）において、述語の位置にあらわれてくる動詞の、さまざまな文

法的な形のセット」としての終止形finiteformは、複雑なテンス・アスペク

ト・ムードの体系をもっているi'3。

２．動詞の終止形

動詞の終止形は、文のあらわすモダリティー表現のセンターとしてはたらい

ていて、さまざまなムードをあらわしわける多様な形が存在する。

両方言ともに、疑問調をともなう質問文の述語になる専用の形式と、YesN

o質問文の述語になる専用の形式がある一方で、ものがたり文（平叙文）の述

語になる直説法の形は、基本的には、そのままの形でたずねる文の述語として

は使用されない。そこで、終止形をものがたり文の述語になる「直説法｣、た

ずねる文（質問文）の述語になる「質問法｣、はたらきかける文（命令文）の

述語になる「はたらきかけ法」のみつつにわけることにする。

直説法と質問法は、テンスにしたがって非過去形と過去形の対立をしめすが、

はたらきかけ法にはテンスの対立がみられない。標準語などとはことなり、両

方言とも過去の出来事を話し手（発話主体）が知覚（直接確認）したことを明

示する過去形と、話し手の知覚を明示しない過去形のふたつがある。知覚を明

示しない過去形を第１過去形、知覚を明示する過去形を第２過去形とよぶ雄4．

第２過去形は、過去のある時点に実現した動作や変化を話し手が知覚してつた

える、証拠性evidentialityとかかわる主体的な認識的ムード形式である。

naguX？id3iK？̄

名護（に）行ったか｡）

1）ｋ，inuX？』a：

（昨日お前

？iＮ，？id3aN．

(うん、行った｡）

３奥田端雄(1993)。

４沖縄の人たちの話すウチナーヤマトゥグチ（琉球縞と日本語の接触言語のクレオール）で
はこの第２過去形を「食べヨッタ」「飲ミヨッタ」「シヨッタ」といい、ウチナーヤマトゥグ
チの第２過去形も話者の直接確認をあらわす形式である。西日本方言の「しよった」と形の
うえで似るが、その文法的な意味はことなる。以下、第２過去形を「シヨッタ」に訳す。
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２）ｋ'inu：？』a:NsakiXnudi8？

（昨日、お前も酒を飲んだか｡）

？iＮ，nudaN．

（うん、飲んだ｡）

3）ｐ'upp,u:jakuXnuhit'imit，ｉｐｅ:kⅢｕ

（じいさんは今朝早く

？iＮ，？it3uXtaN．

nagwt3i

名護に

?it3utaNnaX？

行ったか？）

（うん、行った｡）

4）t3att3a:ｊａｋ'inuXsaki：numuti:？

（お父さん昨日酒を飲んだ？）

？iＮ，numi8taN．

(うん、飲んだ｡）

用例の１）２）の下線部の語形が第１過去形で、話し手の知覚を問題にして

いない。３）４）の第２過去形は、聞き手が目撃したことを前提に質問し、質

問された人も「おじいさんが行く」「酒を飲む」のを目撃したことを明示する

第２過去形を使用してこたえている。

知覚を明示しない第１過去形は、形容詞、述語名詞にも存在するが、知覚を

明示する第２過去形は動詞にしか存在しない注5．第２過去形が動詞にのみ存在

するのは、後述するように第２過去形の語形成のありかたとかかわっている。

謝名方言の動作動詞の普通体・肯定の完成相の終止形のパラダイムを以下に

かかげる。後述するように謝名方言には「｡ｕむすびたずね」の形がないが、

安慶名方言には。ｕむすびたずねがあるので、枠だけかかげておく。

５形容詞、述語名詞には過去形が１系列しかなく、知覚の有無による対立をもたない。それ

は後述する存在動洞でも同橡である。存在動飼のばあい、謝名方言では第２過去形相当形式
がみられ、安慶名方言のばあい、第１過去形相当形式がみられる。
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謝名方言と安慶名方言の存在動詞？aＮ（有る）と，uＮ（居る）のパラダイ

ムをあげる。ふたつの動詞は、両方言ともに継続相をもたない点で運動動詞

(hat3uN書くなど）とはことなる。しかし、両方言の存在動詞は、過去形に

第１過去形と第２過去形の対立がないという点では共通するが、語形成の面で

両方言はことなる。謝名方言の存在動詞には第２過去形があるが第１過去形が

なく、安慶名方言には第１過去形があるが、第２過去形がないことである。

謝名方言の?aＮ（有る）

轤雲＝＝
－９２－

非過去 第１過去 第２過去

直
説
法

断
定

推
量

一般むすび

dｕむすび

一般推量

kuse2推量

?aＮ

?ａ rｕ

?ａ rapad3i

?ａ rａ

?aitaN

?aitaru

?aitarapad3i

?ａ tara

質
問
法

Yes-Noたずね

疑問調たずね

念おしたずね

?aｉｍｉ

?aiga

?airａ

?ａ

?ａ

?ａ

til

taga

tara

非過去 第１過去 第２過去

直
説
法

断
定

推
量

一般むすび

dｕむすび

一般推量

kuse【推量

hat3-uN

hat3-uru

hat3-urapad3i

hat3-ura

hatt3-aN

hatt3-aru

hatt3-arapad3i

hatt3-ara

hat3-u8taN

hat3-ｕ taru

hat3-ｕ tarapad3i

質
問
法

Yes-Noたずね

疑問調たずね

｡uむすびたずね

念おしたずね

hat3-umi

hat3-uｇａ

hat3-ura

hatt3-ix

ｈａｔｔ3-aｇａ

hatt3-ａｒａ

hat3-u:t?i：

hat3-uXtaga

(hat3-u8tara）

命令

勧誘

hak'一i、hak'一e： hak'一iba、

hak，‐a：



謝名方言の'uＮ（居る）

謝名方言のパラダイムをみてわかるように、謝名方言の？ａＮと'ｕＮの直説

法の一般むすびの非過去形と、，ｕＮのはたらきかけ法（命令形と勧誘形）以外

の語形は、第１中止形にさらに'ｕＮ、あるいは、，utaNがくみあわさって融合

した形である。非融合型の一般むすび非過去形、はたらきかけ法と、融合型の

活用形が同居しているのである。

Ｔａｒｉ・'utaN＞＊?arjutaN＞＊?ajutaN＞？aitaN（有った）

難,uri.，utaN＞＊'urjutaN＞＊,ujutaN＞,uitaN（居た）

安慶名方言の?aＮ（有る）

－９３－

Z二7ﾐｰﾐヱﾐﾆ 非過去 第１過去 第２過去

直
説
法

断
定
一
推
量

一般むすび

｡ｕむすび

一般推量

kuseH推量

uＮ

ｕｌｒｕ

uirapad3i

ｕｌｒａ

'uitaN

'ｕｉｔＢｒｕ

'uitarapad3i

，uitara

質
問
法

Yes-Noたずね

疑問調たずね

念おしたずね

uｉｍｉ

ｕｌｇａ

ｕｌｒａ

uiti2

,uitaga

'uitara

命令

勧誘

ｕｒｌ３ ｕｒｅ８

ｕｒａ２

非過去 第１過去 第２過去

直
説
法

断
定 一般むすび

dｕむすび

一般推量

?aＮ

?aru

?aｒｕｈａｄ3１

?ataN

?ataru

?ataruhad3１

質
問
法

Yes-Noたずね

疑問詞たずね

｡uむすびたずね

念おしたずね

?Hｍｉ

?aga

?arui

?ara

ａ？

?ataga

?atarui

?atara



安慶名方言の，uＮ（居る）

それに対して安慶名方言の存在動詞は、,ｕＮ非融合型の活用形である。尾略

形apocopatededformが語幹になっていて、それに語尾がついているとみる

べきなのであろう。

形つくりの面からみると、両方言の終止形の直説法、質問法の非過去は、連

用語幹に語尾‐ｕＮ、‐uru、－ura、‐umi、‐ugaなどがついている。第２過去形

は連用語幹に語尾-u:taN-u:taru、‐u8tara、‐uHtami、‐u:tagaがついてい

る。第１過去形は音便語幹に語尾-ａＮ、‐aru、‐ara、‐amL-aga、‐aruiがつ

いている。直説法は基本語幹に語尾の-i、‐e２，‐a8がついている。

完成相（の形式）の語幹がみつつ（基本語幹、音便語幹、連用語幹）存在す

るのは、完成相の語形成の歴史に由来する。完成相の非過去は、第１中止形

(連用形）に存在動詞1uＮ（居る）が文法化してくみあわさり、音韻的に融合

したものである。第２過去形の系列は、完成相非過去と同じく、第１中止形に

存在動詞ⅢｕＮの過去形,utaN（居た）がくみあわさっている。

*numi.,ｕＮ＞ｎｕｍｊｕＮ＞ｎｕｍｉＮ／numuN（飲む）

*numi・'utaN＞numjutaN＞numi2taN／numutaN（飲ミヨッタ）

－９４－

非過去
過去

第１過去 第２過去

直
説
法

断
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dｕむすび

一般推量

uＮ

ｕｒｕ

uｒｕｈａｄ３１

utaN

utaru

ｕｔａｒｕｈａｄ3１

質
問
法

Yes-Noたずね

疑問調たずね

｡uむすびたずね

念おしたずね

uｍｉ

uｇａ

ｕｒｕｌ

ｕｒａ

ｕｔｉＩ

utaga

utarui

utara

命令

勧誘

Ｃｌ

ｕｒｌ ｕｒｅ８

ｕｒａ



第１過去形は第１中止形十接辞-te＋?aＮ（有る）が融合した形式であり、

古代日本語「シタリ」に対応する。強変化動詞の第１過去形は基本語幹の語末

の子音のちがいによっていろいろな変化をとげた結果、動詞のタイプごとに語

幹末子音と語尾が融合して促音便、擬音便、イ音便などの音韻変化をひきおこ

した。両方言の第１過去形は、さらに語幹末の促音、擬音、イが脱落して「脱

落音便」化して、語幹が再編成されている。この語幹が「音便語幹」である。

第２中止形、継続相の形式、パーフェクト相の形式などが音便語幹をもつ。

基本語幹、音便語幹、連用語幹のみつつの語幹は、連体形、連用形、条件形

などの活用形の構成要素にもなっている。日本語標準語にも基本語幹と音便語

幹のふたつの語幹があるのだが、連用語幹は、琉球語のなかの奄美沖縄諸方言

に特徴的にみられるものである。

鈴木重幸(1960)、上村幸雄(1963）などの先行研究がのべるように、奄美沖

縄諸方言の完成相の非過去形は、第１中止形に存在動詞ⅢｕＮ(居る）をくみあ

わせてできている雌6．奄美沖縄諸方言の完成相の語形成は、アスペクト・テン

ス・ムード体系におおきな影響をあたえている。

終止形のばあい、直説法、質問法のうち、非過去形と第２過去形は、連用語

幹を構成要素とするのに対して、第１過去形は、音便語幹を構成要素としてい

る。それに対して、はたらきかけ法の命令形と勧誘形を構成する語幹が基本語

幹である。基本語幹は、上記の連用語幹、音便語幹の出発点となる語幹である。

６服部四郎(1952)が最初に指摘し､鈴木(1960ハ上村(1963)も首里方言の動詞「終止形」が
「連用形（第１中止形）＋居り」であることを述べている。

－９５－

基本語幹 音便語幹 連用語幹

謝名方言

hak'一e：（書け）

tur-e2 （取れ）

Ｊｕｍ－ｅｌ (読め）

hat-t3aN（書いた）

tut-taN（取った）

ju-daN（読んだ）

hat3-uN（書く）

tu-N（取る）

jum-iN（読む）

安慶名方言

kak-e8（書け）

tur-e：（取れ）

jum-e：（読め）

katJ-aN（書いた）

tu-taN（取った）

ju-daN（読んだ）

katJ-uN（書く）

tu-iN（取る）

jum-uN（読む）



連用形は非融合型であり、条件形には融合型の活用形と非融合型の活用形が並

存している。融合型の活用形と非融合型の活用形が並存するのは、動作、変化

の進行をあらわしていた融合型の動詞と、ひとまとまりの動作や状態をあらわ

していた非融合型の動詞とが統合し、直説法と質問法では融合型の活用形が優

勢になり、はたらきかけ法では非融合型が優勢になったためだとかんがえられ

る。条件形や連体形でも並存している。

非融合型と融合型との統合は、完成相の非過去形のテンス・アスペクト的な

意味のあらわれかたにもみることができる。鈴木(1960)、上村(1963）による

と、首里方言動詞の非過去形「ユヌン（読む)」は、未来に実現する動作や変

化をひとまとまり的にあらわすだけでなく、発話の瞬間アクチュアルに進行し

ている動作や変化をあらわすこともできた。これは、完成相をあらわしていた

非融合型の動詞と、進行相をあらわしていた融合型の動詞とが統合したことに

よって生じたものである。鈴木(1960）ではつぎのように指摘されている。

＜現在形＞（,junuN読む）未来の動作、特定の時間にかかわりのない

動作を表すほかに、現在の動作を表すことができる。この点、標準語の

ｙｏｍｕなどとちがっていて、くわしい調査が望まれる。たとえば、となり

のへやにいる人に、

nuusjuga？（なにをしているのか？）

とたずねることもできるし、となりのへやの人がそれに対して、

siNbuN1unuN．（新聞を読んでいる｡）

と答えることもできる。

標準語ではこういうぱあい、持続態の形siteiruka、ｙｏｎｄｅｉｒｕを

使わなければならないところである。首里方言の基本態の肯定現在形のな

りたちが、連用形('jumi）と存在動詞'ｕＮとの融合形であることと関連の

ある現象であって、興味ぶかい。

しかし、津波古敏子(1992）によると、最近の首里方言話者のばあい、非過

去形で未来の動作や変化をひとまとまりにあらわすが、目のまえでアクチュア
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ルに進行する動作や変化をあらわしにくくなっているようである雄7.

安慶名方言の非過去形jumuN（読む）は未来のひとまとまりの動作や変化、

特定の時間にかかわらない出来事をあらわすが、進行中の動作や変化をあらわ

すことはできない。いつぽう、謝名方言の非過去形は、未来の動作や変化をひ

とまとまりのものとしてあらわすことも、目のまえでアクチュアルに進行する

動作や変化もあらわすこともできるiL8o非過去形にかんしていえば、謝名方言

は、進行相の意味を完全にうしなってはいないのに対して、安慶名方言は、進

行相の意味をうしない、完成相の意味をあらわす形式に移行している。

過去形のばあいは、事情が少しちがう。非融合型の第１過去形と融合型の第

２過去形が並存している。目の前でアクチュアルに進行する動作や変化をあら

わしていた第２過去形が話し手による知覚を明示する形式に移行している。第

２過去形に、話し手自身の動作や変化をあらわせないという人称制限や、話者

の知覚できない歴史的な過去の事実、はなれた場所でおこった出来事などをあ

らわせないなどの制約があるのは、第２過去形が進行相の過去をあらわしてい

たということによるのだろう。

３．終止形のテンス・アスペクト・ムード

安慶名方言のテンス・アスペクト形式は、完成相suN（する）と継続相so2Ｎ

(している）の対立を、謝名方言は完成相suN（する）と継続相Jit3uN（し

ている）の対立を基本としていて、いずれも完成相／継続相の２項対立型の体

系のようにみえる。その点だけをみれば、標準語のそれに似ている。

しかし、いくつかの点で標準語とことなっている。まず、それぞれの形式の

成り立ちがことなる。完成相suNは、第１中止形に'uＮ（古代日本語の「を

り」に由来）が文法化して接続していて、かたちのうえでは西日本方言のシヨ

ルに対応する。継続相solNもJit3uNも第２中止形に'ｕＮが文法化して接続

したもので、イル（古代日本語「坐る」に由来）が接続している東日本方言や

７津波古(1992)を参照。
８謝名方言の完成相非過去形が話の瞬間に話し手の目のまえで進行する動作や変化をあらわ

すことができるということについては島袋幸子(1987)、島袋幸子(1992)、狩俣繁久・島袋幸

子(1989)ですでに述べている。
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安慶名方言

謝名方言

標準語のそれとはことなり、かたちのうえでは西日本方言のシトルに対応する。

両方言ともに、完成相過去形に第１過去形と第２過去形のふたつの過去形が

ある。これは西日本方言とも東日本方言ともことなる。第２過去形は第１中止

形に、，utaN（過去形）がくみあわさり音声的に融合したもので、かたちのう

えでは西日本方言のシヨッタに対応するが、意味的には「しよった」とはこと

なり、話者が知覚して確認したアクチュアルな過去の出来事をあらわす認識的

ムードの形式で、人称の制限があって話し手を主語にすえることができない。

両方言には動作や変化が達成されたあとの客体結果や痕跡、効力をあらわし

たり、のこされた結果や痕跡など客観的根拠にもとづく推論をあらわしたりす

る形式がある。この形式は第２中止形に？ａＮが融合したもので、かたちのう

えでは標準語のシテアルに相当する。

*nudi．？aＮ＞＊nudiaN＞nudeＮ／nude2Ｎ（飲ンデアル）

*Jid3i.？aＮ＞＊Jid3iaN＞Jid3eN／Jid3e2N（死ンデアル）

率?ati．？aＮ＞＊?atiaN＞？ateN／?ate:Ｎ（有ツテアル）

標準語のシテアルが客体変化動詞にかぎってあらわれ、客体の変化結果をあ
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第１過去 第２過去
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非過去
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らわすのと異なり、両方言のパーフェクトをあらわす形式Jit3eNは、動詞に

制限がなく動作動詞にも状態動詞にもあって、痕跡や推論をあらわすことがで

きる。パーフェクト相は、主体動作動詞、主体変化動詞の、先行時における動

作や変化の間接的偶然的な結果（痕跡）や客体変化動詞の客体にあらわれた変

化結果をあらわすテンス・アスペクト的意味をあらわすと同時に、客観的根拠

にもとづく推論という認識的モダリティーにもかかわっていて、テンス、アス

ペクト・ムードがからみあった複合的な形式である。

第２過去形は、安慶名方言の継続相にもパーフェクト相にもみられない。そ

れに対して、謝名方言の継続相には第２過去形がみられる。ただし、謝名方言

のパーフェクト相にも第２過去形はみられないik1I。

3.1．ムード

動詞の終止形は、ムードによって直説法、質問法、はたらきかけ法の形式を

もっている。直説法の断定にも推量にも、質問法のＹｅｓＮｏたずねにも疑問詞

たずねにも、テンスのカテゴリーによる非過去形と過去形（第１過去形と第２

過去形）が対立するが、はたらきかけ法は、テンス対立をもたない。

第２過去形は、過去のアクチュアルな動作・変化についていうとき、人称制

限があって、１人称の動作・変化についていうことはできないし、話し手が直

接確認できない歴史的な過去の事実についていうこともできない注'0.質問法の

第２過去形は、聞き手を主語にして聞き手自身の動作や変化についてたずねる

文の述語にならない。このばあい第１過去形を使用する。話し手自身の過去の

アクチュアルな動作や変化、歴史的な過去の事実は、第１過去形を使用する。

第２過去形は、過去のひとまとまりの出来事を知覚してつたえることもでき

るが、過去の時点にアクチュアルに進行していた動作や変化をあらわすことが

できる。主体変化動詞がアクチュアルに進行していた変化をあらわすとき、変

化の終了限界達成（動詞によっては開始限界達成）をふくむことが義務的にな

９第２過去形は、安腿名方言、謝名方言いずれの動詞の否定形式にもみられないし、形容詞

（第１形容詞、第２形容洞)、述語名詞にもみられない。

１０安慶名方言の終止形のアスペクト・テンス・ムードについては、かりまた(2004)にややく
わしく番いたのでそれを参照していただきたい。
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るなどの条件がともなう。第２過去形には人称制限もあって、そこには、テン

ス・アスペクトという時間的側面と、ムードとがわかちがたくからみあって存

在している。テンス・アスペクト・ムードの一体性については奥田靖雄(1996)、

工藤真由美(2004）がのべている。また、工藤真由美(2004）は、沖縄方言のテ

ンス・アスペクト・ムードの一体性についてについてのべている。

3.1.1．直説法

直説法は、現実の出来事を確認しつたえるのだが、「直接的な経験にあたえ

られる」動作を表現するいいきり文の述語になる「断定の形」と、「経験のな

かにすでに確認されている事実、あるいはすでに証明されている判断をよりど

おるに、そこから想像あるいは思考によってあらたにひきだされるできごとを

えがきだしている」おしはかりの文の述語になる「推量の形」のふたつが対立

しているiku。直説法というムード形式のなかで「断定」と「推量」は確認のし

かたで対立している。

安慶名方言ｎｕｍｕＮ（飲む）

謝名方言numiN（飲む）

1l奥田靖雄(1984炉59。
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3.1.1.1.断定

両方言をふくむ、ほぼすべての琉球語諸方言に係助辞=ｄｕが存在し、主語、

補語、状況語などの文の部分に係助辞=｡ｕが後接すると、その文の部分がさ

ししめすことがらをとりたてる（指定強調の）強調文になる住'２．両方言に=｡ｕ

と呼応してあらわれる専用の述語形式があって、非強調文の述語になる一般む

すび形と対立する。強調文専用の述語形式をドゥむすび形とよぶことにする。

断定は、ドゥむすび形と一般むすび形のふたつの形によって構成される。例文

５）７）９）が一般むすび形で、６）８）１０）がドウむすび形である。

5）neNgad3oKjawa:gahat3uN．

（年賀状は私が書く｡）

6）、eNgad3oXjat3att5a1gaduhat5uru・
へ'､’Lへ'、ハハ’ソヘゲＶ、￣

（年賀状は父が書く｡）

7）ｋ，inuH？arikatitigamihatt3utaN．

（昨日あいつに手紙を書いた.）̄

８）？ｕｎｕｔｉｇａｍｉｋ'inuHduhatt3aru．
ヘハグＶＶシＶ￣

（その手紙は昨日書いた｡）

9）kissa？arigahat5u:ｔａＮＪ

（さっきあいつが書キヨッタ｡）

10）tigamija

（手紙は

p1app'ａＸｇａｄｕ
へＪ、ハＪｕｎハヘハ‘、ハヘニー

祖母が

hatt5utaru．

書キヨッタ。）

一般むすび形には終助辞＝do:、＝ja8、＝teH、＝nal、＝ｓａなどがついて、モー

ダルな意味をつけくわえる。ドゥむすび形にはこれらの終助辞はつかず、ドゥ

むすび形でいいきる。

１２係助辞=｡ｕは、古代日本語の係助辞「ぞ」に対応するもので、いいおわりの述語の専用
形式があること、その形式が連体形と同音形式になることなども、古代日本語のばあいと似
る。ただし、今帰仁方言のばあい、動詞や形容調の連体形は、ドウむすび形と同じ形にはな

らない。接続する語の語末のフォネームによっては異形態「=ru」もある。

－１０１－



3.1.1.1.1．非過去形

両方言ともに、非過去形は、未来の動作や変化をあらわすのだが、謝名方言

のsuN形は、話の瞬間に進行する動作や変化をあらわすことができる。謝名

方言のsuN形が動作の進行や変化の進行をあらわすことができるのは、連用

形に存在動詞，ｕＮが融合していることによるのは前述したとおりである。また、

suN形は、反復的な出来事、習慣的な出来事、一般的な法則など、ボテンシヤ

ノレな出来事をあらわすこともできる。

主体動作動詞、主体動作客体変化動詞（以下、客体変化動詞)、主体変化動

詞のsuN形は、計画されて実現が確実な予定、これまでの経験、状況、兆候

などから実現が確実な未来の出来事をひとまとまりのものとしてあらわす渡13.

述語動詞が意志動詞で、主語が１人称のとき、話し手（１人称）の意志や決意

をあらわす。

11）punija？at3ax？uNteNkat0i？iＮ

（船は明日運天（港）に入る｡）

12）ｐ,app,a:ｊａ？umuHniNdit3i，ｐ，iHmo:suN

（祖母は芋を煮るといって、火燃やす｡）

13）watt'aZja？at3a8？itJukut'ｕｓａｋ'ｉｘｎｕｍｉＮ．

（私たちはあした従兄弟と酒を飲む｡）

14）reidzo:ｋ'okat'ｉ？iNruNdit3isuikWat3iN．

（冷蔵庫にいれようとスイカをきる｡）

15）ｎａｍｍａ:rawaNjanagumadi？att3uN

（これから私は名護まで歩く｡）

16）ｋ，ura:ｋ'unatt'uit'ｕｐａＪｉｒｉｋ，ｕ:ruN．

(暗くなっているので、戸を閉める｡）

謝名方言の主体動作動詞、主体変化動詞、客体変化動詞の非過去形は、話の

１３動詞の語紫文法的な分類は、工藤真由美(2000)による。
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瞬間に進行している動作をあらわすことができる。このとき、目のまえで進行

している動作をいうばあいに限定され、目撃性が義務的である。

主体動作動詞、客体変化動詞のsuN形が動作の進行をあらわすとき、１人

称を主語にすることができる。このばあい、述語suN(する）をJit3uN(して

いる.非過去）におきかえることができる。しかし、Jit3uN形はその動作の

継続過程の知覚がなくても使用することができ、Jit3uN形がおおくつかわれ

る。

17）？jalnuInumiga？

（君、何をのんでいるか？）

waNnaZtJa2numiNjoK．

（私か。お茶をのんでいるよ゜）

18）？jaX？maNt,inulsuKga？

（君はここで何をしているか｡）

waNnaKmjamukusaBhaNjoX．

（私か。庭の草を刈っている｡）

19）mixmiljanuXsu8ga？

（兄さんは何をしている？）

pukaNfi？aJibiN

（外で遊んでいる｡）

20）ｔｕＮｇｗａＮｔ'isuik'ｗａｔ３ｉＮ．

（台所でスイカを切っている｡）お母さんは今何をしているの？と

聞かれての返事。母はスイカを切っている最中だ。

21）ｐ,app,a2gapaJiri？ak'iruN．

(おばあさんが戸をあけている｡）戸を開けているのを目の前で見ながら

言う。動作の進行の場合でも、開始直前の場合でも使う。おばあさんが戸に

近づき、手を戸にかけた時も使う。

安慶名方言のばあい、開始直前をふくむことが義務的であり、進行過程（動
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作継続）のみをあらわすことない。また、進行過程をあらわすとき、１人称を

主語にしていうこともできない。上の17）～20）の例のような場面で非過去形

を述語に使用すると、安慶名方言では未来のひとまとまりの動作をあらわすこ

とになる。この点も安慶名方言は、謝名方言とことなる。

謝名方言、安慶名方言ともに、ｓｕＮ形が主体変化動詞のばあい、目の前で

おこっている変化の開始限界達成後の、終了限界達成にむかって進行する変化

過程をあらわす。このぱあい、１人称を主語にしていうことはできない。次の

例22）～24）は、独り言のように、あるいは第三者に見るのをうながしている。

22）？uri，？uri，ｒｏ:sokunup,i8t3e8ruN．

（ほら、ほら、ロウソクの火が消えつつある｡）

23）？ai，ｐ'upp'ｕＩｇａｐａｔ'a:ｋ，it3i？it3uN．

（あれっ、おじいが畑に行く／行きつつある).

24）？ａｉ？aJid3anu，ｕｌｎｕｔ３ｉｒｉｒｕＮ．

（あれっ、下駄の緒が（もうすぐ）切れる／切れつつある｡）下駄の緒

が今にも切れそうになっているところを見て。

25）？ainaBmaja8jaJinuN．

（あれっ、もう猫が死ぬ｡）ぐったりしてもうすぐ死ぬ（死につつあって)、

終了限界達成の直前であることをあらわす。

主体変化動詞のJit3uN（している.非過去）が主体の変化結果の継続をあ

らわすのと異なる。

両方言ともｓｕＮ形は反復的な出来事、習慣的な出来事、恒常的なあるいは

一般的な法則をあらわすことができる。

－１０４－
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26）ｐ'upp'u:jameKnat3iha8ranume:ｒａ？att3uN．

（祖父は毎日川ぞいを歩く｡）

27）ｊｕ:hurujamemat3itJo:naNgap，ｉｘｍｏ:suN

（風呂は毎日長男が火を燃やす。風呂をたく意｡）

28）warabinumuNjasuik'wat3aXmagi2k'ｕｔ３ｉＮ．

（子供の分はスイカをいつも大きく切る｡）

29）tuJijuijahit，imit,ｉｐｅ:k'ｕ？ukiruN．

（年寄りは朝早く起きる｡）

30）ｂａｓａｍｕ，uIjatJu:k'ｕｐ,ipp,aribat3iriruN．

（芭蕉の糸は強く引っ張ると切れる｡）

31）ｍｉ:niJipuk，iba、tak1a:ｊａｔｕｄｉｓｕＮ．

（新北風が吹くと、サシバは飛んでくる｡）

32）？unupaJirijasugui？at3uN．

（その戸はすぐに開く。（建付けが悪いから)）

33）？it3imuJijatuJituriba，muruJinuN．

（生き物は年をとれば，皆死ぬ｡）

3.1.1.1.2．第１過去形

第１過去形は、話し手による出来事の知覚の有無に関してニュートラルで、

人称制限がなく、話し手自身の過去のアクチュアルな動作や変化についてあら

わすこともできるし、話し手が知覚していない出来事についてあらわすことも

できるし、とおい過去の歴史的な事実についてあらわすこともできる。

アスペクト的には、動詞の語奨文法的なタイプにかかわりなく、過去のひと

まとまりの動作や変化をあらわす。また、効力（動作パーフェクト)、反復す

る出来事、習慣的な出来事もあらわす。

34）waNja

（私は

35）？aJiX

ｇｕｎｉＮｍｅＩｎｉ

五年前に

k'a:t'ina8？

toXk,jo:t3i

東京に

?id3aN．

行った｡）
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(お昼、食べた？）
－

？iＮ、ｋ，ａ:t,ａＮ．

（うん、たべた｡）

36）？unu？aJid3anuwuXjakinuR

（その下駄の緒は昨日

37）？unuhumuinu？juljamuru

t3iritaN．

切れた｡）

Jid3aN． nu8dit3igajaK．

なぜだろう｡）

？aｋ，itaN．

（この池の魚は全部死んだ。

38）ｐⅢapp'axjamemat5irok，ud3inipaJi:ｒｉ

（おばあさんは毎日６時に戸を

39）nobunagajahoNno:d3iNtiJid3aN．

（信長は本能寺で死んだ｡）

あけた｡）

3.1.1.1.3．第２過去形

両方言いずれの第２過去形も、過去のある時点において実現した動作や変化、

あるいは進行過程の動作や変化を話し手が知覚したことをつたえていて、証拠

性とかかわる主体的な認識的ムード形式である。出来事の知覚は、視覚による

ばあいがおおいが、聴覚、味覚、嗅覚、触覚などでもよく、その場に居合わせ

ること（臨場性）が義務的である。第２過去形が話し手による知覚をあらわす

形式であることから、第２過去形を述語にもつ文の主語を１人称にしていうこ

とができないという人称制限がある。

主体動作動詞、主体変化動詞などでは継続過程の動作や変化をあらわし、客

体変化動詞では開始直後の動作も継続過程の動作もあらわす。

第２過去形は、反実仮想、非実現をあらわすこともできる。また、過去の反

復的な、習慣的な出来事を回想してつたえるばあいにも使用することができる。

この反実仮想、非実現、反復・習慣をあらわすばあい、人称制限がなくなって、

一人称を主語にしていうことが可能になる。

主体動作動詞、客体変化動詞の第２過去形を述語にしていうとき、過去の時

点に継続（進行）していた動作や変化をあらわす。主体変化動詞のばあい、終

了限界達成（あるいは動詞によっては開始限界達成）をふくむことが義務的で
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あり、出来事全体の知覚でもよい。

40）tara8gad3iraHsugurutaN．

太郎が次郎をたたいたのを目撃。

?at3utaN．

(太郎が次郎をロロキヨッタ｡）

41）d3iraHgapatakinunahaKra

畑の（次郎が中を

目撃。

歩キヨッタ｡）畑の中を歩いているのを

42）ｐ,upp，uJjapatakit3i？it3utaN．

(祖父は畑へ行キヨッタ｡）祖父が畑へ向かって行く過程を目撃。

43）majaljaJinuXtaN，

(猫は死ニヨッタ｡）猫が死んでいく過程を目撃していう。このばあい、

終了限界達成の目撃が義務的。

客体変化動詞の第２過去形を述語にする文は、過去の時点において、話し手

が知覚した、動作の開始限界をふくむ開始限界達成直後の動作の継続（進行）

過程をあらわす。

44）ｐ,upp，uHjapaJiri

（祖父は戸を

?ak'irut'ａＮ．

開ケヨッタ｡）祖父が戸を開け始めたところ、あるい

｝ま、開けている最中を目撃。

45）ｐ，app,a2jasuikWat3iXt，aN．

（祖母はスイカを切リヨッタ｡）祖母がスイカを切り始めたところ、

あるいは、切っている最中を目撃。

第２過去形は、主体動作動詞、主体変化動詞、客体変化動詞のいずれのばあ

いでも動作全体（限界達成をふくむ）をあらわすことがあり、完成相化がすす

んでいる。両方言を比較すると、安慶名方言の方が謝名方言よりも完成相化し

ている。しかし、そのぱあいでも第２過去形は、話し手の知覚を明示し、第１

過去形との対立は維持される。

話し手が自分自身の行動について記憶をうしなって質問したり、あるいは、
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夢のなかに登場した自分の行動をのべたりするときには、第２過去形を述語に

する文の主語を１人称にすることができる。４６）の例は、食後に薬を飲んだか

どうか忘れてしまった人が、一緒にいた聞き手に自分が薬を飲んだかどうか尋

ねているのである。

46）waNjakusui

（私は薬を

numi8t'ｉｘ？

飲ミヨッタか？）

？iＮ、numixt，ａＮ．

（うん、飲ミヨッタ。）

47）？iminunahaNピｉｗａＮｔｉＮｔｏｘｒａ

（夢の中で私が空を

tubi:ピａＮ．

飛ビヨッタ｡）

反実仮想、非実現をあらわす文の述語に第２過去形を使用するぱあい、人称

制限がなくなり、一人称を主語にしていうことが可能である。

48）sak'i8ri？uma8nujaga:t，inumiXt，aN．

（お酒とは思わずあやうぐ飲ミヨッタ｡）

49）jasumidiwaharaNguijaga8t'iJigu:t'ut3i

（休みとはわからずにあやうぐ仕事に

?it3uピａＮ．

行キヨッタ｡）

第２過去形は、過去の反復的な、あるいは習慣な出来事を回想していうとき

にも使用される。このばあい、人称制限がなくなって、一人称を主語にしてい

うことも可能である。第２過去形をもちいるばあい、第２過去形には目撃性が

つきまとっていて、具体的なイメージを思い起こすというニュアンスがあり、

限られた期間にくりかえされる反復的な出来事をあらわす。

50）？utt,ujahuIseiduJibiNtJa2t,ｕｊｕＩ？oHeisu:t'aN．

（弟は幼い頃友達とよくけんかしヨッタ｡）話し手は弟

の過去について回想し、目撃していたので確信を持っている。
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51）ｐ，upp1u2jaju2pat，alk，inu？abuJiNt，ikusaXhait，aN．

（祖父はよく畑の畔で草をメリリヨッタ｡）祖父の草

を刈る様子をみていたので知っているという意味がふくまれる。

52）waNjahuKseihaKraNti？amirut，ａＮ．

(私は小さい時、川で入浴シヨッタ＜浴びた｡）

謝名方言では話し手の直接知覚をあらわす主体的な認識的ムード形式である

第２過去形が完成相と継続相にあらわれる。これは、安慶名方言の第２過去形

が完成相にのみあらわれるのとことなる。過去の動作を目撃したとき、その動

作が開始直前にあったのか、継続の過程にあったのか、変化の過程にあったの

かなど、アスペクト的な側面をあらわしわけている。

53）taraxja

（太郎は

54）tara8ja

（太郎は

55）taraIja

（太郎は

ｍｅｌｎａｔ３ｉ？ｕｎｕｄ３ａＢｎｉ,itt3uitaN，

毎日その席に座ツテイヨッタ｡）

ｗａｌｇａ？it3ineKnat3uit，ａＮ、

私が行ったとき位イテイヨッタ｡）

huXseini8t3a】nat3ut，ａＮ．

幼い頃いつも泣いていた｡）

Jit3uitaN(シテイヨツタ）は、過去の継続する動作、変化結果の直接知覚と

いうアスペクト･ムード的な意味をあらわす。Jit3utaN(していた）も、過去

の動作継続、変化結果継続をあらわすが、知覚の有無に関してはニュートラル

である。Jit3uitaNは知覚をあらわし、１人称を主語にできないという人称制

限があるが、Jit3utaNには人称制限がない。

Jit5uitaNは、直接知覚を明示し、認識的ムードの点でsu】taN(シヨッタ）

と共通する面をもつが、過去時における開始限界達成あるいは終了限界達成を

含む動作進行、変化進行をあらわすsuItaNとはアスペクト的な意味の面でこ

となる。
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3.1.1.2．ドゥむすび形

両方言ともに＝ｄｕをふくむ強調文の述語になるドゥむすび形は、形容詞、

述語名詞にもみられる。当該の文が強調文であることは、＝｡ｕとドゥむすび

形が明示するのだが、＝｡ｕとドゥむすび形が呼応する現象は「かかりむすび」

とよばれる注１４。

56）gakkoInukutujaJiNJi:garuwahairu・watta2gaJawaharaN・
ヘハグＶくり、ハリー、ハリー

（学校のことは先生が分かるんだ。私たちにはわからない)。
ヘリ、'Ｖ､‘、ﾘ丙凶、

57）ku8nuju8baNjap，app，aIgarusukoxruru、watt，a8gajasuko:raN．
～、ザ､卍､ソ､ｿﾞ、‘、ハリ氏へ｣■＝

（今日の夕食は父ちゃんが作るんだ。私たちは作らないよ｡）
グ、〆ＬＦＬＦＬ'巴Ｆ、へJ､己、’、ハゾ

58）？aNt3init3ix？ainumuNnu，JigutusuHnut3uxnu，uNnaH．

（そんなに熱があるのに、仕事をするやつがいるか。

？isanujakatidu ？it3uru．
‐h〆L′Ｖ、〆、'Ｖ、～Ｖご～－－Ｖ￣

（医者の家（病院）にいくんだよ｡）

59）waNjamid3idu
-

（私は水を
ヘグ、'田グソ閂

60）kusuinude2turu
へ′ソミヘハグマＶ、￣

（薬を飲んだから、
へ'Ｖミソ、ＦＶ、ザ、‘､ソ､リ、デー

nudaru。sakijanumaNtando8．

飲んだんだ。酒は飲まなかったよ｡）

maJinatarUjoiniNtuta3nuba8ja？araNdo8．

よくなったんだ。ただ寝ていたわけではないよ｡）

安慶名方言のドゥむすび形は、連体形と同音形式であるが、謝名方言の連体

形は、語末が－ｎｕになり、ドウむすび形と連体形は、形がことなる。謝名方

言は、直説法・断定の形、ドゥむすび形、連体形のみつつの形がことなる。こ

れは、謝名方言をふくむ今帰仁方言（および他の沖縄北部方言も）の特徴で、

沖縄中南部諸方言はドゥむすび形と連体形が同音形式になっている。

１４＝｡uがあっても述語がかならずしもドゥむすび形にならず、一般むすび形になることもあ
る。この傾向はつよまっている。

－１１０－

一般むすび ドゥむすび形 連体形（非過去）

安慶名方言 ｎｕｍ－ｕＮ ｎｕｒｎ－ｕｒｕ ｎｕｌｎ－ｕｒｕ

謝名方言 ｎｕｍ－ｉＮ ｎｕｌｎ－１８ｒｕ
●

ｎｕｌｎ－１Ｂｎｕ



61）ｎｕ:dit3ikadaga？jaKsadu？aitil．

（どうして食べたんだ？腹が空いていたのか｡）

？atarase8tudu kadaru．ja2sajaneNtaNdo、
ヘハァソ､ハゴ、夕ＶＶＬハゾＶ、￣

（もったいないから、食べたんだ。腹は空いていなかった｡）
ヘリ円j、リ、ハゴミグＬ'ＬハゾＶ、〆､ｸﾞﾐﾊｺﾞﾐﾘ､ｿﾞ､ｺﾞﾍｩ

62）？unutigamijawa:gaduhatt3aru・
ヘハジＶＹ‐Ｖ￣

（その手紙は私が書いた｡）
ヘハゴ丙望帛己用一

あわせ文のなかのつきそい文やつづける文の部分に係助辞=｡ｕがあっても、

つきそい文やつづける文の述語（連用形、連体形、条件形）が強調形になるこ

とはないし、いいおわり文の述語もドゥむすび形にはならない。ドゥむすび形

は、ひとえ文（単文)、あるいは、いいおわり文や主文に=ｄｕがふくまれるぱ

あいにあらわれる。

3.1.1.2．推量

話し手の想像や思考といった間接的な認識をあらわす推量の形として、謝名

方言には、一般推量の形とkuse2推量の形があるが、安慶名方言には、一般推

量の形だけしかない。

謝名方言

安慶名方言

3.1.1,2.1．一般推量

謝名方言の一般推量の形は、numirapad3i(飲むだろう)、？airapad3i

(あるだろう)、sWrapad3i(するだろう）のように連用語幹に語尾一ira／－

uraが接続し、さらにpad3iがくみあわさっている。安慶名方言はnumuru

had3i(飲むだろう)、？aruhad3i(あるだろう)、suruhad3i(するだろう）の

-111-

耐元-71豆【祠

一般推量 hat3-urapad5i hat5-arapad3i hat3-uXtarapad3i

kusex推量 hat3-ura hat3-aHra

一般推量 katJ-uruhad3i katJ-aruhad5i



ように連用語幹に語尾一uru／－aruが接続し、さらにhad3iがくみあわさっ

ている。謝名方言のばあい、うたがい形と同音で、安慶名方言は、連体形と同

音である。

形式名詞pad3i（安慶名方言ではhad3i）のついた一般推量の形は、標準語

の「するはずだ」に対応する。標準語の「するはずだ」のあらわす、ある確か

な根拠をもとにおこなう「当然」の判断から、経験のなかにすでに確認されて

いる事実、あるいはすでに証明されている判断をもとに想像あるいは思考によ

る推量の意味へ、そして、十分に確認されていない根拠による推量の意味にず

れている。

謝名方言の一般推量の非過去形は、未来のできごとも、進行中のできごとも

あらわすことができる。第１過去形、第２過去形のつかわれ方は、安慶名方言、

謝名方言ともに断定のばあいとほぼおなじである。

63）？at3a2jaJiNJi:Nnumirapad3idoI．

（明日は先生も飲むだろうよ｡）

64）taraxjamaNtinu：t3i2ga？

（太郎もそこで何を切りつつあるの？）

？』u:rut3ixrapad3i．

（魚を切りつつあるだろう｡）

65）ｋ,inmNnudarapad3i．

（昨日も飲んだだろう｡）

66）？ittaXwaraba:janu8t3itt3utaga？

（お宅の子は何を切リヨッタの？）

daki8rut3itt3utarapad3i．

(竹を切リヨッタだろう｡）

一般推量の第２過去形は、反実仮想をあらわす文の述語としても使用される。

67）？ittaXwaraba:ｊａ？naX？upp,it3i？uibit3i:tarapad3i．
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もうすこしで指を切リヨッタだろう｡）(お宅の子は

一般推量の形に，etaN(だった、コピュラリｅＮ(だ)の過去形)をつけて予定を

あらわすことができる。pad3i(had3i)のついた形の詳細な検討が必要である。

numirapad3i，e2taJiga， ｎｕｍａＮｔａＮ．

飲まなかった｡）

68）ｋ,inuIjaJiNJixN

（昨日は先生も 飲むはずだったが、

3.1.1.2.2.ｋuse【推量

謝名方言のばあい、当該の文の部分に係助辞=kuse:がつくとき、述語にな

る動詞（形容詞、述語名詞も）は、形態論的に形づけられた推量の専用の形式

になる。その専用形式を仮に「kuse3推量形」と名づけておく。係助辞=kuse:、

および、kuseX推量形は、これまでの調査では今帰仁方言にみられ、沖縄中南

部諸方言にはみられない液'5.係助辞=kuse:とkusel推量形が呼応するのも「か

かりむすび」といえるだろう。係助辞=kuse8をともなう文の部分がとりたて

られた（焦点化された）推量をあらわす。

ｋuse:推量形の非過去は、連用語幹に－uraを、第１過去は音便語幹に－ara

をつけてつくる。第２過去形は使用しにくい。それがなぜなのか、もし、使用

できるとすればどういう条件のもとにどんな意味をあらわすのか、用例をふや

しながら検討したい。

69）p1upp,u:janeNgad3o:kuseKhat3ura
～Ｖ、へ’Ｖ、へ’Ｖ、ヘハグ￣￣

（祖父は年賀状を書くだろう(祖父が書くのは年賀状だろう)｡）
ヘハリ、ﾘ用ｿﾞ､ザ閑ｺﾞﾐゾミジ、

70）？unusakijaJiNJi:gakuse8nulni:ra．
ヘゲソー、ハハニハヘー

（その酒は先生が 飲むのだろう。（飲むのは先生なんだろう)）
ヘリ、リベリ､〃ＬＦｖ、

71）？arigakuse3hatt3ara．
～Ｖ、ヘヘニー

(あいつが書いたのだろう（害し〕たのはあいつだろう｡）
ヘリ、ｸﾞﾐｸﾞ、ハハリ、‘、ｸﾞレ

１５本部町備瀬、具志堅の２典落は、今帰仁村に隣接していて、両集落の方言も今ﾘＩｉｌ仁方言と
共通の特徴がおおく、係助辞kuse:もあるようだ。
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72）ｋｉｎｕ：kuseZnudaXra．

（昨日飲んだんだろう（飲んだのは昨日だろう)｡）
-

73）ｐ，app'axjanahwat3ikuse8？id3a8ra．．
￣ヘー

（祖母は那覇に行ったのだろう（祖母が行ったのは那覇だろう｡）
ヘリベジ､Ｕ、ハゲソ、

今帰仁方言のJit3eN、安慶名方言のse:Ｎ(動詞の第２中止形に?ａＮ(有る）

が文法化して融合・標準語のシテアルに相当）は、先行時における具体的な運

動（動作、変化、状態）の間接的な結果である痕跡や効力（客体変化動詞のば

あい客体結果も）をあらわし、さらに、のこされた客観的根拠にもとづく推論

retrospectiveinferenceをあらわす注艫。Jit3eN、あるいはｓｅ:Ｎが現在あるい

は過去の出来事の間接的認識である推論しかあらわせないのに対して、一般推

量をあらわす形式（-pad3i、‐had3iをともなう形式）は、想像や思考によって

間接的にとらえられた出来事をあらわし、現在や過去の出来事だけでなく、未

来の出来事も推論してあらわすことができる（74～76の例は安慶名方言)。

74）warabaHgawatta3

（子供がうちの

75）watta8waraba8ja

（うちの子供は

76）watta2waraba3ja

（うちの子は

先行する出来事の推論。

?attJe2N．harukara

畑を

harukai

畑に

harukai

畑に

歩いている)。小さな足跡から推論。

?Nd3eXtaN．

行ってあった)。過去にあった痕跡。

?Nd3eHte:Ｎ、

行ってあった)。過去の状況からさらに

推論は発話時。

3.1.2．質問法

両方言ともにＹｅｓＮｏ質問文と疑問詞質問文の述語になる専用形式が存在す

る。ＹｅｓＮｏたずね形も疑問詞たずね形も上昇イントネーションは義務的では

ｌ６Ｊｉｔ３ｅＮ(安慶名方言se8N)は、客体結果や痕跡、効力、客観的根拠にもとづく推論をあら
わしていて、パーフェクトとかかわる形式だが、この形式もテンス・アスペクト・ムードが
相互にからみあったものである。
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ない。YesNoたずね形も疑問調たずね形も、テンスによって非過去形、過去

形（第１過去形・第２過去形）が対立する。質問法の第２過去形も直接知覚を

明示し、人称制限がある。すなわち、２人称を主語にした質問文の述語になれ

ず、聞き手自身の動作や変化についてたずねることができない。そのときは、

第１過去形を使用する。歴史的な過去の事実について質問するときも第１過去

形を使用する。

話し手自身のアクチュアルな動作や変化について話し手自身がわすれてしまっ

たとき、第２過去形を使用して知覚（直接確認）した可能性がたかい人（聞き

手）に対してたずねる。

3.1.2.1．YesNoたずね

非過去形は、両方言ともに未来の予定や計画、話し手の意志などを質問する

文の述語になることができる。

77）？ja3Nnumimi？？iNnumiN．

（お前も飲むか？うん、飲む）
￣

78）nabija？ja2gamutt3umi？waNgamutt3umi？

（鍋は君が持つか？私が持つか？）

今帰仁方言のばあい、ＹｅｓＮｏ質問文の述語が非過去形のとき、話の瞬間に

進行する動作や変化をたずねることができる。そのとき、話し手も聞き手も現

場にいて、進行する出来事を話し手が十分に確認できず、それを知りうる聞き

手にたずねる。そのぱあい、人称の制限はないようである（ただし話し手のこ

とはたずねられない)。進行中の出来事の不確定の部分に係助辞＝｡ｕをつける。

=ｄｕなしでYesNoたずね形を述語にするとき、進行の意味はあらわせないよ

うである。なお今後の検討が必要である。

79）？ja8tigamiduhat3umi？

（君、手紙を書いているの？）何か書いているようだが、確認できな

い。書いている人に何を書いているのか、手紙を書いているのかをたずねる。
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80）？amidupuNnaI？

（雨が降っているの？）雨が降っているようだが、部屋にいて直接確認

できず、そとにいる人に質問する。

81）giNko:nuJatta【gadu？at3umi？

（銀行のシャッターが

82）？anaRdupuNna8？

開きつつあるの？）

掘っているの？）（穴を

83）？ja:．

（君、

？iＮ，

（うん、

sakidu

酒を

sakiK

酒を

ｎｕｍｉＮｎａＩ？

のんでいるの？）

ｎｕｍｉＮ・

のんでいる｡）

第２過去形を述語にして質問するとき、聞き手が出来事を知覚した（その可

能性がたかい）という話し手の判断がある。これは両方言に共通する。

84）？ja:garu？anukaNbaNjahatt3iK？

あの看板を（君が書いたのか？）

85）t3att3a8jakusuinumi:taNna:？？ｉＮｎｕｍｉ:taN．

（祖父は薬を飲ミヨッタか？うん、飲ミヨッタ｡）

86）ｐ'upp'u2Nhat3uti：？

（祖父も書キヨッタカ？）

3.1.2.2．疑問詞たずね

87）hoimunujataruga？it3uga？tara:ｇａ？it3uN
ヘリ、ゾ､リ、ソ閃ソ、ゾヘジ

（買い物は誰が行く？太郎が行く)。

88）？jamu：numiga？
へり、〆■〆Ｌ

（君、何をのんでいるの？）

waNnaLtJa：numiNjoH．

（私か。お茶をのんでいるよ｡）
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89）nuHmudaga？sakimudaN・
へ'、ハゴ、

（何を飲んだの？酒を飲んだ｡）
ヘゴ、J、j、グロ

90）kaNbaNjatarugahat5uga？
へ'､'､'Ｖ、〃、'Ｖ

（看板は誰が書くか？）
ＦＶ､ジミリ、ｺﾞー￣

91）？arijanu:ｒｉ？it3aga？
へり、ﾉ、’■ヘリ､

（あいつは何と言った？）
へ$ミヨ、ハジ、-

92）ｐ'upp'uIjadaXni，uitaga？
ＰＵｎソ､’Ｖ、リ、

（祖父はどこにいた？）
ヘリ、ハハリ､リ、ｊ、-

93）waNjanu2numiXt'agEL？
ヘリ、ヂL’Ｌ

(私は何を飲ミヨッタか？）
ヘリ、Ｊ、尹込J■￣

?』a:jabiHru

(君はビールを

numilCaN．
p

飲ミヨッタ｡）

疑問詞たずね形が終助辞＝ja8をともないながら、文中に疑問詞をふくまな

い文の述語になるとき、かならずしも聞き手の存在を前提にしない、話し手が

うたがわしいと感じた出来事について表現する文になる。

●

?utut3agaJal．94）？aielna2，waritussa:．ｐ'upp'uXgaru

（ああ、割れているぞ。祖父が 落としたのかな｡）

95）nuKge8ra？aiJiga，？iJigaru？aigaja【．

あるのかな｡）(何か あるが、石が

疑わしいと思われることがらを焦点化するときには、その文の部分に係助辞

=ｄｕをつける。

96）gakkb:kaoti？id3agajaI．
へり、”､j､ゾミグソ、'Ｖ、ゾリ、リョ‘、′

（学校に 行ったかなあ｡）

97）？asaramiHraNJiga，gakkbXkat]idu
～ＶＶＶミグ、ハジ､ﾘ、グミハグLへ￣

（朝から見えないが学校に
～、'Ｖ、‘、ジ､Ｊ、

●

?id5agaJa【，

行ったのかな｡）
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beNkjo8Jit3uigajaX・

勉強しているかなあ｡）

Jit3uiJigawatta：ｋ'waIgadubeNkjo8Jit3uigajaH、
ヘリ白Ｕ、’Ｖ、'ＶミチＶ￣

しているが、うちの子が 勉強しているのかな｡）

98）watCa8

（うちの

99）ta2ge8ra

（誰か

k'ｗａ:Ｎ

子も

beNkjo8

勉強
ヘリ、J、ノ、’

3.1.2.3..uむすびたずね

述語以外の文の部分に係助辞＝｡ｕが後接するＹｅｓＮｏ質問文の述語になる専

用形式が。ｕむすびたずね形であるi['7．安慶名方言にはｄｕむすびたずね形が

あるが、謝名方言にはない。安慶名方言のYesNo質問強調文は、＝ｄｕを後接

させる文の部分が焦点化されている。。ｕむすびたずねの非過去形は、。ｕむす

び形の後に質問の意をあらわす接辞ｉがついている腿'8。

100）？jaIgaru？anukaNbano3katJarui？
へ〆Ｖ、'、へ▲へ￣

（君があの看板を書いたのか｡）
へ己、'、’出佇

101）na8dalni8sarumuNnu,jugurito2guturuJiti8rui？
ヘグＶ、'、卍、’、折Lハグ、ハノミ’L〆、ハハー

(まだ新しいのに。汚れているから捨てるのか｡）
へ‘､ソ、ヘリ、'Ｖミソ､ザ、ｺﾞﾍﾞｸﾞ、｡､ﾘベ〆Ｖ、Ｊ、

102）haruJiguto8taXgasaga？？』a:garusarui？
へハハゾシソマー￣＝＝－－＝－－

（畑仕事は誰がしたの。おまえがしたの？）
ヘゲ、〆出グリ、’、｣、’、ハヴ-

103）watta：kkwajagakko:Nkairu？Nd3o8rui？
～、ゾマミヅ、ヘリ、'Ｖ､ｼﾞﾐｺﾞﾐソ、ｿﾞ、￣

(うちの子は学校にいっているの？）
ヘゾ、'Ｖ、ソ、グソ、

104）ｎａ:daheZsarulnuNnu、？i8naniNd3ildusurui？

(まだ早いのに、もう寝るの？）

安慶名方言の係助辞＝｡ｕをともなう質問文のばあい、必ずしも述語をduむ

すびたずね形にしなくてもよく、係助辞＝ｄｕとドゥむすびたずねの形の呼応

がくずれつつある。

１７疑問洞質問文を｡u強鯛文にすることはできない。

１８接辞-iは、YesNoたずね形のnum-imi（飲むか)、nud-iI（飲んだか)にもふくまれている。
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3.1.2.4．念おしたずねの形

念おしたずねの形は、話し手が推量した出来事のただしさを聞き手に確認要

求をあらわす文の述語にも使用される。このばあい、終助辞＝jaXの後接が義

務的である。この形式をいま仮に「念おしたずねの形」とよぶ。

105）？ja:Nmad3uN？it3ura=ja8？

（君も一緒に行くだろう？）

106）JiNJiHjanaHsuHra=ja2？

（先生はもう来るだろう？）

107）ｐ'upp'u:jakusuinudara=ja:？

（おじいさんは薬を飲んだだろう？）

念おしたずねの形は、かならずしも聞き手を必要とせず、話し手自身の不確

かな、うたがわしいとかんがえることがらに対する認識を表現するうたがい文

の述語としても使用される瞳'9゜このばあい、文のあらわす出来事全体がうたが

わしいわけではなく、話し手がはっきりと確認できず、疑問におもっているこ

とがらをさししめす文の部分に係助辞＝ｇａを後接させたり、疑問詞に係助辞

=ｇａを後接させたりして話し手の不確かな判断がさしだされるのだが、かなら

ずしも聞き手に答えを要求しないという意味では本来の質問文とはいえない。

その文の述語として、係助辞＝ｇａのついた文の部分と呼応して使用されるの

が念おしたずねの形である（このばあい、終助辞=ja:はつかない)。係助辞＝

ｇａがついて焦点化された文の部分と述語の念おしたずねの形が呼応してあら

われる。これも「かかりむすび」のひとつであろう。

ｐ，upp1u:gagahat3urap'app'ａ:gagahat3ura・
ヘグソー、〆Ｖ、グミハジ、ハゾ、グー ～、〃Ｖ－、ヘリ、〆Ｖ、ハ’Ｖ￣￣

祖父が 書くのだろうか。祖母が 書くのだろうか｡）
ヘリ、ｼﾞ､ｿﾞ､ゾ､ゴ、ゾ、 ヘリ､ソ､ソ､ゾ､リ､’、

108）tigaBmija

（手紙は

１９鈴木(1962)は、この形式を「うたがい法」とよび、「ことがらを断定できない、うたがわ
しいものとして述べる活用形である。この形は助詞（あるいは接尾辞）‐gａ（うたがわしい

部分につける）と呼応して用いられるのが普通である」と妃述している。
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109）JiNJixjakoXhiKganumiratJa2ganumira．
～Ｖ～､ハゲＶヘ－￣ ～～ハハー￣

（先生はコーヒーを飲むのだろうか。お茶を飲むのだろうか？
ヘグＶ、ゾ､ゾＶ白田、J、ﾊﾘﾐﾘ、ゾ ヘリ､ソ､四､’、‘､‘、

nulsukoxre8JilnigajaZ、

何を準備すればいいんだろう｡）

110）t5att3aHjakurumanutuiJiga，daIt3iga？it3ura、
ヘハグＶＶ、ハゾー￣

（父は軍に乗っているが、どこに行くのだろう｡）
ヘゴ、’Ｌ'、グＬ'Ｖ、

111）t3att3a1jami】raNJiga，daXniga,uira．
～、ハゾ、グゾー－

（父は（姿が）見えないが、どこにいるのだろう｡）
～■リミジＬハリヘゲ、

112）ｎｕＩｇａｎｕｄａｒａ・t3u:t3eimaJinattutaN．
～￣Ｖ、￣￣

（何を飲んだのか。たちまちよくなっていた｡）

113）？arijasakiganuduirat3iranu？akase【Jiga、
ヘム’串ジー￣

（あいつは酒を飲んでいるのか。顔が赤いんだが｡）

念おしたずねの形が確認要求をあらわす文の述語になるとき、推量的な意味

を有していること鈩謝名方言のkuse2推量の形と念おしたずねの形とが同音

であることから、一般推量の形のnumirapad3iやnudarapad3iも推量をあ

らわす形にpad3iが後続しているとかんがえられる。そして、もうすこし慎重

に検討しなければならないが、安慶名方言などの一般推量の形もかつては、謝

名方言などとおなじｎｕｍｕｒａやnudaraだったのではないかともかんがえら
れる。

安慶名方言のぱあいは、連体形と同音で、形式名詞had3iにかかっている

のだが、謝名方言の一般推量の形は、語末が-ａになり、語尾に-ａをふくんで
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謝名方言 安慶名方言

一般推量
非過去

第１過去

nl】ｍｉｒａ pad3i

、'】dara pad3i

ｎｕｍｕｒｕｈａｄ３１

nudaruhad3１

kuse3推量
非過去

第１過去

nl1mira

nudara

ｎｕｌｎｕｒａ

nudara

念おしたずね
非過去

第１過去

●

ｎｌｌＴｎｌｒａ

nudarH

ｎｕｌｎｕｒａ

nudara



いる注20.謝名方言の一般推量の形は検定教科書文法の「未然形」が形式名詞

pad3iにかかっているようにみえる。これはどうかんがえたらよいであろう。

この形式の語尾一ａのうしろに、かつては、＊ｍｕ、あるいは、それに準ずる

形式が存在していたのではないかとおもわれる。語尾*-ａｍｕは、古代日本語

のいわゆる「推量の助動詞」の連体形に相当するものではないだろうか。語尾

*-ａｍｕは、推量をあらわす形だけでなく、完成相の勧誘形num-a：（飲もう)、

hak-a8（書こう)、uir-a（居よう）にもついていたとかんがえるべきだろう。

継続相のばあい、念おしたずねの形のnudura（のんでいるだろう）が継続相

の勧誘形nudura（飲んでいよう）と同音形式になっていることもそれをうら

づけているとかんがえる。古代日本語の推量や意志をあらわす形の語末の-ｍｕ

と同じものが謝名方言や安慶名方言にもあり、それがすりきれたのではなかろ

うか座飢。これらの詳細な検討もわれわれにのこされた課題である。

付記：安慶名方言、謝名方言の動詞の述語形式のうち、終止形の直説法、質問

法を中心に呼両方言を比較しながら概略を記述したが、紙幅の都合ではたら

きかけ法の記述も、否定形式の述語形式、様々なテンス・アスペクトにかか

わる述語形式の記述もおこなえなかった。かりまた、島袋がそれぞれの方言

の記述をおこないつつ、沖縄方言の述語形式を琉球語全体に位置づけていく

こともふくめて今後にのこされた課題である。

なお、本論文は、「方言における述語構造の類型論的研究」（平成15年～１７

年科研(B)(1)研究代表者：大阪大学大学院工藤真由美)、および「方言におけ

る動詞の文法的なカテゴリーの類型論的研究」（平成13年～14年科研(B)(1)研

究代表者：大阪大学大学院工藤真由美）の研究成果の一部である。

２０上村（1963）によると首里方霄にも「,junuruhazi」のほかに「，junurahazi（読むだろ
う)」の語形の存在が指摘されている。おなじく上村（1963）に「，junuira（読んでいるの
だろう)」の語形がある。沖抑方言の推量表現をかんがえるとき、この記述は重要である。

２１聞き手に動作の実現をもとめるさそいかける形（勧旙形）の語尾は、現在では-ａだが、

かつては、その後に接辞の蝋ｍｕがあったと考えられる。与論方哲では勧誘形がkakaN（密

こう)、ｊｕｍａＮ（読もう）などのように、語尾にＮがふくまれている。与論方言の勧鵬形の
鰭尾にふくまれるＮは、かつて軍ｍｕだったもので、沖抑方言ではすりきれたのである。
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